
資料１ 

「とっとりデジタルコレクション」システム賃貸借・保守業務 

落札者決定基準 

 

１  基本的な考え方  

落札者の決定は、応札者から提出された提案書の評価である「技術評価点」に、入札価格の評価で

ある「価格評価点」を加算する一般競争入札方式（総合評価落札方式）を採用し、予定価格などの制

限の範囲内において入札があった者のうち、「総合評価点」の最も高い入札者を落札者とする。 

なお、技術の評価にあたっては、本県にとっての有利性及び客観性の確保のため、本県において設

置する鳥取県教育委員会公募型プロポーザル方式受注者選定等審査会（令和７年度「とっとりデジタ

ルコレクション」システム賃貸借・保守業務総合評価競争入札審査会）（以下「審査会」という。）に

おいて、学識経験を有する者（以下「審査員」という。）の意見を聴くものとする。 

(１) 提案内容の評価 

資料３「提案書記載依頼事項兼提案書評価基準」に基づき、提案内容を評価し、各審査員の技術評

価の平均を「技術評価点」として与える。 

(２) 入札価格の評価 

入札価格については、後述の計算式に基づき計算した点数を「価格評価点」として与える。 

(３) 総合評価の方法及び落札者の決定方法 

(1)及び(2)により評価した、「技術評価点」及び「価格評価点」の合計点（「総合評価点」）が最も

高い者を落札者とする。 「技術評価点」と「価格評価点」の比率については、１対１とする。応札

者の獲得する「総合評価点」は、「技術評価点」と「価格評価点」の単純和とする。 

※点数については、小数点以下１桁までを有効とし、小数点以下２桁目を四捨五入する。 

【図表１-１ 総合評価点の計算式】 

総合評価点 
＝ 

技術評価点 
＋ 

価格評価点 

（1000 点満点） （500 点満点） （500点満点） 

 

(４) 総合評価点の最も高い者が２者以上あるとき（同点のとき）の対応 

ア 入札者それぞれの「技術評価点」、「価格評価点」が異なる場合 

「技術評価点」が高い者を落札者とする。 

イ 入札者それぞれの「価格評価点」、「技術評価点」が同じ場合 

「技術評価点」における大項目の配点の高い上位３項目の合計点が高い者を落札者とする。 

ウ 入札者それぞれの「技術評価点」、「価格評価点」、「技術評価点」における大項目の配点の高い

上位３項目の合計点が同じ場合は、「入札価格」が低い者を落札者とする。なお、「入札価格」ま

で同じ場合は、くじ引きにより落札者を決定するものとする。なお、入札者はあらかじめ開札時

にくじを引いておくものとする。この場合において、入札者のうち開札に立ち会わない者又はく

じを引かない者があるときは、これに代えて当該入札事務に関係のない県職員にくじを引かせる

ものとする。 

 

２  提案内容の評価（技術評価点）  

技術評価点は資料３「提案書記載依頼事項兼提案書評価基準」の項目に基づいて算出する。 

(１) 基礎点・加点・減点項目の評価 

基礎点項目と各加点項目及び減点項目の評価点の合計を「技術評価点」とする。 

資料３「提案書記載依頼事項兼提案書評価基準」の「基礎点・加点・減点項目」の配点及び評価方



法は、次のとおり。なお、基礎点項目の記載に不足がある場合、技術点を０点として評価する。 

【図表２-１ 基礎点/加点項目の配点及び評価方法】 

番号 
基礎点・加点 

・減点 
配点 評価方法 

１ 基礎点 200点  全ての基礎点項目が提案書記載依頼事項を満たす内容で

あった場合、配点に記載の評価点を与える。 

（以下「基礎点項目」という。） 

２ 加点 300点  後述の「(2)加点項目の評価」に従って評価点を与える。 

（以下「加点項目」という。） 

３ 減点 0点 -15点 過去２年間の入札者の受託業務において、入札者

の瑕疵や契約違反により個人情報の漏えい等の事件

を発生させた場合は、減点する。 

合計 500点   

 

(２) 加点項目の評価の考え方 

ア 加点項目の評価は、次のＡ～Ｅの５段階の基礎評価点に基づいて評価する。 

イ 基礎評価点に項目ごとの重要度に応じた項目加重比率を掛けて、各項目の評価点とする。 

項目荷重比率は資料３「提案書記載依頼事項兼提案書評価基準」に記載のとおり。 

【図表２-２ 基礎評価点の評価方法】 

番号 評価 基礎評価点 評価の考え方 

１ Ａ ５点 本県が求める以上の非常に高い効果が見込まれる提案 

２ Ｂ ４点 本県が求める以上の効果が見込まれる提案 

３ Ｃ ３点 本県が求める効果が見込まれる提案 

４ Ｄ ２点 一応の効果が見込まれる提案 

５ Ｅ １点 効果が見込まれない提案 

   ※評価Ａの場合：基礎評価点５点×項目加重比率＝評価点 

(３) 大分類の設定と加点項目の配点 

加点項目について、次のとおり大分類を設定し、配点する。 

【図表２-３ 大分類と配点】 

項番 大分類 配点 

１ 本事業及び本業務に対する理解 25点 

２ 本システムの開発・導入と本県のデジタルアーカイブ事

業の実現方法に関する提案 

25点 

３ 機能要求に関する提案 100点 

４ 非機能要求に関する提案 100点 

５ 応札者の実施体制及び社会性に関する事項 45点 

６ プレゼンテーションに関する事項 5点 

７ 見積に関する事項 － 

合計 300点 

 

３ 入札価格の評価（価格評価点）  

「価格評価点」は入札価格に基づき、次のとおり算定する。 



なお、入札者の入札金額が本件の予定価格を上回った場合は落札者としない。 また、提案書の評価に

ついても行わない。価格点は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位表示とする。 

価格評価点 ＝ 500点 ×（１－入札金額／予定価格） 

 

４ その他失格事由  

(１) 審査委員もしくは本県職員に対して、直接、間接を問わず、故意に接触を求めること。 

(２) 他の応札者と提案内容またはその意思について相談を行うこと。 

(３) 提出書類に虚偽の記載を行うこと。 

(４) その他選定結果に影響を及ぼすおそれのある不正行為を行うこと。 


